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角が200 の場合、 外気温が零下になる と、  

滑落方向の下部（軒先那）に氷提ができ  

て滑落しない。 これ らの現象を考慮する  

と、屋根勾配が20d 程度以下ではヒーテ  

ィ ン グによ る屋根雪の滑落が期待できな   

い と推察される。   

（4）滑落までのヒーティ ング時間と積雪  

量豊との関係をみる と、 単位面積当 りの  

積雪量豊の増加にともない滑落までのと  

－ティ ング時間が減少する傾向を示す。  

（5）滑落時の膜面温度は、傾斜角の増加  

にともない減少する傾向を示す。 また、  

滑落時の膜面温度ばいずれの場合も約2  

0C以上であ り、 ヒーデイ ングを しない場  

合でも傾斜角400 以上になると滑落現象  

がみ ら れ る。   

（6）部分的なヒーティ ングでも滑汚する  

場合もあるが、本実験の範囲では部分的  

な じ －ティ ングがと －デイ ングを しない  

部分へおよばす影響を十分に検討できな  

い。  

1． 実験目的  積雪地における膜構   

造物の屋根の融雪・滑雪状況を シミ ュ レ  

ー シ ョ ンする ための基礎資料を得る こ と   

を 目的と している。   

2． 実験方法   写真 ユ に示すような膜   

材（テフロンコーティングガラス抜維布）   

を弓長 り 付けた可変式のチャ ンバー（900×   

1800×450mln、断熱材張 り）を用いて、 以   

下の融雪。滑落実験を行った。   

1）ヒ ーティ ングを しない場合の根雪状  

況と滑落傾斜角の関係の検討。  

2）全面ヒ ーティ ングをした場合の積雪  

状況と滑落傾斜角の関係の検討。  

3）部分ヒ ーティ ングを した場合の積雪  

状況と滑落傾斜角の関係の検討。   

こ の 3 つの集件の滑落実験は、 チャ ン   

バーを水平に した状態で雪を積もらせ、   

滑落する までチャンバーをチェ ーンブロ   

ック を用い、 ゆっ く り と引き上げた。 な   

お、 滑落時の諸集件を検討する ために、   

膜面内側の温度、 チャンバー内濃度およ   

び外気温をサーモダックを用いて測定し   

た。   

3． 実験結果  

屋外融雪・滑落実験結果をま とめると、   

次のよ う になる。   

（1〉 ヒ ーティ ングを しない場合の滑落時   

の傾斜角度は、 根雪潔の大小と明瞭な関   

係がみられない。 また、 本実験の範囲で   

は傾斜角400 以下では積雪漂の大小に係   

わ らず滑落現象がみられない。   

（2）外気温が零下の場合、 滑落までのと   

－ティ ング時間は、 積雪深の増加にとも   

ない減少する傾向を示す。   

（3）傾斜角や ヒーティ ング部分が小さ く   

なる と滑落しに く く なる。 き らに、 傾斜  
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